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　今年の₄月22日、えひめ南予いやし博の
開催と同時に発表された鬼北町のスイーツ
「鬼どら」。
　名前の由来になっている鬼北町のゆる
キャラ「きほくん」が真ん中に焼印されて
いる、見た目も可愛いスイーツです。
　中身は「こしあん」と「生クリーム」の
２種類。どちらも特産の柚子がすっきりと
した甘さを醸し出しています。
　「きほくん」をはじめとする鬼北に住む鬼
たちも、思わず笑顔になるおいしさの鬼ど
ら。ぜひ、ご賞味ください。

鬼北町﹁鬼どら﹂

鬼北町のゆるキャラ
「きほくん」
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【
定
例
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
平

成
24
年
度
第
１
回
定
例
理
事
会
を
₆
月
₂

日
㈯
午
後
₃
時
か
ら「
愛
媛
県
自
治
会
館
」

に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

出
席
者
は
、白
石
勝
也
･
三
好
幹
二

（
西
予
市
長
）･
寺
井
克
之
（
松
山
市
議
会

議
長
）･
松
浦
司
（
鬼
北
町
議
会
議
長
）･

松
浦
一
悦（
松
山
大
学
経
済
学
部
教
授
）･

渡
部
明
忠（
愛
媛
県
町
村
会
事
務
局
長
）の

各
理
事
（
全
員
出
席
）及
び
進
龍
太
郎
（
愛

媛
県
市
町
振
興
課
長
）･
岩
本
明
定
（
前

愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）･
酒
井
啓
司

（
税
理
士
）の
各
監
事
、向
井
出
納
役
等
。

　

白
石
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
に
は
定
款
に
よ
り
白
石
理
事
長
が
充

た
り
、公
益
財
団
法
人
移
行
後
初
め
て
の
理

事
会
で
あ
る
た
め
「
公
益
財
団
法
人
移
行

に
つ
い
て
」
事
務
局
に
説
明
さ
せ
た
。
ま

た
、平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

に
つ
い
て
は
、

₃
月
29
日
開

催
の
理
事
会

に
お
い
て
決

定
し
て
い
る

事
項
で
あ
る

が
、
改
め
て

議
案
説
明
を

行
い
承
認
を

得
た
。

　

さ
ら
に
、

平
成
23
年
度

事
業
報
告
・

決
算
報
告
等

に
つ
い
て
審

　
理
事
会
・
評
議
員
会
開
く

︵
公
財
︶愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

議
及
び
平
成
24
年
度
定
時
評
議
員
会
の
日

程
等
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
₆
月
23
日

に
開
催
す
る
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
承
認
ま
た
は
了
承
。

　

な
お
、
愛
媛
県
市
町
連
携
事
業
助
成
金

の
交
付
申
請
の
あ
っ
た
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇

場
子
ど
も
芸
術
体
験
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

後
援
会
へ
の
助
成
に
つ
い
て
」協
議
し
、助

成
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
本
協
会
監
事
監
査
規
程
の
制
定

及
び
平
成
24
年
₄
月
₁
日
か
ら
₅
月
23
日

ま
で
の
職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て
を
報
告

し
、
了
承
さ
れ
た
。
平
成
24
年
度
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
及
び
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
の
発
売
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
、

売
上
促
進
の
協
力
方
依
頼
し
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

第
₁
号
議
案

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
理
事

会
運
営
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
₂
号
議
案

　

平
成
24
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
₃
号
議
案

　

平
成
24
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

第
₄
号
議
案

　

平
成
23
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
₅
号
議
案

　

平
成
23
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

第
₆
号
議
案

　

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
基
金
積
立
運

用
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
に
つ
い
て

第
₇
号
議
案

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
職
員

の
旅
費
に
関
す
る
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
₈
号
議
案

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
個
人

情
報
保
護
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
₉
号
議
案

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
情
報

公
開
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
10
号
議
案

　

愛
媛
県
市
町
連
携
事
業
助
成
金
に
つ
い
て

第
11
号
議
案

　

平
成
24
年
度
定
時
評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

第
₁
号
報
告

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
監
事

監
査
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
₂
号
報
告

　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

【
定
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
平

成
24
年
度
定
時
評
議
員
会
を
₆
月
23
日
㈯

午
前
10
時
30
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」

に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

出
席
者
は
、白
石
理
事
長
、髙
須
賀
功

（
東
温
市
長
）･
楠
學（
西
条
市
議
会
議

員
）･
松
澤
周
作
（
伊
方
町
議
会
議
長
）･

柏
原
準（
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
次
長
）

の
各
評
議
員
及
び
進
龍
太
郎
（
愛
媛
県
市

町
振
興
課
長
）･
岩
本
明
定
（
前
愛
媛
県

市
長
会
事
務
局
長
）･
酒
井
啓
司
（
税
理

士
）の
各
監

事
、渡
部
常

務
理
事
等
。

　

白
石
理
事

長
か
ら
招
集

あ
い
さ
つ
の

後
、
定
款
に

よ
り
松
澤
周

作
評
議
員
を

議
長
に
選
出

し
、
議
事
録

署
名
人
に
髙

須
賀
功
・
楠

學
の
両
評
議

員
を
指
名
。

　

議
長
は
、
公
益
財
団
法
人
移
行
後
初
め

て
の
評
議
員
会
で
あ
る
た
め
「
公
益
財
団

法
人
移
行
に
つ
い
て
」
事
務
局
に
説
明
さ

せ
た
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
に
つ
い
て
は
、
₃
月
29
日
開

催
の
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
て
い
る
が

改
め
て
承
認
を
得
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
23
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
ま
た
は
了
承
。

　

ま
た
、
本
協
会
の
規
程
の
制
定
及
び
一

部
改
正
に
つ
い
て
報
告
、
平
成
24
年
度
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
及
び
オ
ー
タ
ム

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
発
売
計
画
に
つ
い
て

説
明
し
、
売
上
促
進
の
協
力
方
依
頼
し
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

第
₁
号
議
案

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
評
議

員
会
運
営
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
₂
号
議
案

　

平
成
24
年
度
事
業
計
画
の
承
認
に
つ
い
て

第
₃
号
議
案

　

平
成
24
年
度
収
支
予
算
の
承
認
に
つ
い
て

第
₄
号
議
案

　

平
成
23
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
の
承
認
に

つ
い
て

第
₁
号
報
告

　

本
協
会
規
程
の
制
定
及
び
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

①
公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
監

事
監
査
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

　

②
公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
理

事
会
運
営
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

　

③
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
基
金
積

立
運
用
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
に

つ
い
て

　

④
公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
職
員

の
旅
費
に
関
す
る
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

　

⑤
公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
個

人
情
報
保
護
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

　

⑥
公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
情

報
公
開
規
程
の
制
定
に
つ
い
て
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係
長
・
中
級
職
員
研
修
会

あ
わ
せ
て
42
人
が
受
講
　

　

本
会
は
、
本
年
度
の
「
町
（
市
）
職
員

研
修
計
画
」
に
基
づ
い
て
、「
係
長
職
員
研

修
会
」「
中
級
職
員
研
修
会
」（
₆
月
₅

日
か
ら
₇
日
ま
で
）を
え
ひ
め
青
少
年
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
上
野
町
）
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

　

係
長
職
員
研
修
、
中
級
職
員
研
修
の
修

了
証
書
に
替
え
て
別
項
「
受
講
者
名
簿
」

を
掲
載
す
る
。

平
成
24
年
度
﹁
係
長
職
員
研
修
会
﹂

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

23
人

市
町
名　
　
　

課　

名　

�

氏　

名　

上
島
町　
　

産
業
振
興
課�

能
地　
　

建

　

〃　
　
　

健
康
推
進
課　

�

田
名
後
高
広

久
万
高
原
町　
　

森
林
林
業
課�

石
村
光
四
郎

松
前
町　
　

福　

祉　

課�

楠
田　

洋
子

砥
部
町　
　

戸
籍
税
務
課�

藤
田　

泰
宏

　

〃　
　
　

企
画
財
政
課�

土
居　
　

透

内
子
町　
　

保
健
福
祉
課�

西
本　

逸
貴

　

〃　
　
　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課�

入
山　

照
国

　

〃　
　
　

自
治
・
学
習
課�

森
岡　

仁
治

　

〃　
　
　

税　

務　

課�

宇
井　

威
雄

　

〃　
　
　

税　

務　

課�

山
田　
　

勉

　

〃　
　
　

学
校
教
育
課�

明
智　

惠
子

　

〃　
　
　

保
健
福
祉
課�

矢
野　

真
里

　

〃　
　
　

保
健
福
祉
課�

片
倉　

明
子

　

〃　
　
　

住　

民　

課�

山
本　

博
昭

　

〃　
　
　

町
並
・
地
域
振
興
課�

稲
月　

道
隆

　

〃　
　
　

産
業
振
興
課�

稲
田　

彰
二

鬼
北
町　
　

環
境
保
全
課�

出
渕　

公
造

　

〃　
　
　

出　

納　

室�

山
本　

万
里

愛
南
町　
　

財
産
管
理
課�

畑
田　

博
光

　

〃　
　
　

企
画
財
政
課�

入
江　

昌
晃

　

〃　
　
　

保
健
福
祉
課�

倉
野　

豊
成

　

〃　
　
　

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー�

坂
本　
　

涼

平
成
24
年
度
﹁
中
級
職
員
研
修
会
﹂

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

19
人

市
町
名　
　
　

課　

名　
　

�

氏　

名　

松
前
町　
　

総　

務　

課�

高
橋　

陽
子

　

〃　
　
　

総　

務　

課�

松
田　

拓
郎

　

〃　
　
　

財　

政　

課�

川
上　

純
司

　

〃　
　
　

税　

務　

課�

米
家　

悠
介

　

〃　
　
　

税　

務　

課�

田
中　

浩
介

　

〃　
　
　

健　

康　

課�

平
井
栄
理
子

　

〃　
　
　

産　

業　

課�

大
西　

秀
和

　

〃　
　
　

上
下
水
道
課�
谷
川　

善
彦

砥
部
町　
　

教
育
委
員
会�
大
野　

真
五

　

〃　
　
　

総　

務　

課�

水
口　

真
一

内
子
町　
　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課�

松
浦　

直
樹

伊
方
町　
　

保
健
介
護
課�

松
澤　

法
久

　

〃　
　
　

教
育
委
員
会�

中
田　

千
春

　

〃　
　
　

福　

祉　

課�

中
村　

理
恵

　

〃　
　
　

福　

祉　

課�

上
岡　
　

優

松
野
町　
　

町　

民　

課�

矢
野　

誠
一

鬼
北
町　
　

税　

務　

課�

亀
澤　

千
明

愛
南
町　
　

御
荘
霊
苑�

竹
田　

兼
仁

　

〃　
　
　
城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー�

大
西　

恒
次

時 間 帯

集合 (県自治会館の場合)
研修会場 受付
開講式
オリエンテーション

研修「地方公務員
　　　共済組合制度」

(11:30～12:00)

起床
朝の集い

(7:00～7:10)
清掃

(7:10～7:30)
朝食、研修の準備等

(7:30～8:20)

研修「国際化時代の
　　　市町について」

(8:30～10:50)

研修「隣国と日本」
(11:00～12:00)

起床
朝の集い

(7:00～7:10)
清掃

(7:10～7:30)
朝食、研修の準備等

(7:30～8:20)

研修「ＩＣＴと
　　 行政について」

(8:30～12:00)

６：３０
７：００

８：００

９：００
９：３０

１０：００
１０：３０

１１：００

１２：００

１３：００

１４：００

１５：００

１７：００

１８：００

１９：００

２０：００

２２：３０

〈昼 食〉 〈昼 食〉 〈昼 食〉

研修 「防災について」
(13:00～14:20)

研修「高齢者福祉
　　　　 について」

(14:30～16:30)

夕べの集い
(17:00～17:20)

ふれあい研修
(18:00～20:00)

入浴 (20:30～22:10)

消灯

研修「情報公開と
　　　　個人情報保護」

(13:00～14:50)

研修「地域主権と
基礎自治体」

(15:00～16:30)

夕べの集い
(17:00～17:20)

夕食・意見交歓
(17:20～18:30)

研修「軽スポーツ」
(19:00～20:30)

入浴 (20:30～22:10)

消灯

研修「地域福祉と
地方分権」

(13:00～14:20)

効果測定
(14:30～15:00)

奉仕活動
(15:00～15:20)

閉講式(15:25～
解 散(15:30)

〈第１日目〉
６月５日（火）

〈第２日目〉
６月６日（水）

〈第３日目〉
６月７日（木） 時 間 帯

集合 (県自治会館の場合)
研修会場 受付
開講式
オリエンテーション

研修「地方公務員
　　　共済組合制度」

(11:30～12:00)

起床
朝の集い

(7:00～7:10)
清掃

(7:10～7:30)
朝食、研修の準備等

(7:30～8:20)

研修「愛媛の国際化
　　の現状について」

(8:30～10:50)

研修「隣国と日本」
(11:00～12:00)

起床
朝の集い

(7:00～7:10)
清掃

(7:10～7:30)
朝食、研修の準備等

(7:30～8:20)

研修「メンタルヘルス」
(8:30～12:00)

６：３０
７：００

８：００

９：００
９：３０

１０：００
１０：３０

１１：００

１２：００

１３：００

１４：００

１５：００

１７：００

１８：００

１９：００

２０：００

２２：３０

〈昼 食〉 〈昼 食〉 〈昼 食〉

研修 「防災について」
(13:00～14:20)

研修「英会話入門」
(14:30～16:30)

夕べの集い
(17:00～17:20)

ふれあい研修
(18:00～20:00)

入浴 (20:30～22:10)

消灯

研修「愛南町における
地域活性化への取組」

(13:00～14:50)

研修「電話の
応対等」

(15:00～16:30)

夕べの集い
(17:00～17:20)

夕食・意見交歓
(17:20～18:30)

研修「軽スポーツ」
(19:00～20:30)

入浴 (20:30～22:10)

消灯

研修「地域福祉と
地方分権」

(13:00～14:20)

効果測定
(14:30～15:00)

奉仕活動
(15:00～15:20)

閉講式(15:25～
解 散(15:30)

〈第１日目〉
６月５日（火）

〈第２日目〉
６月６日（水）

〈第３日目〉
６月７日（木）

平成24年度　町（市）中級職員研修会　研修日程 平成24年度　町（市）係長職員研修会　研修日程
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本
年
₃
月
17
日
、
久
万
高
原
町
と
松
山

市
を
結
ぶ
「
三
坂
道
路
」
が
開
通
い
た
し

ま
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
程
を
想

う
と
き
、
郷
土
の
発
展
に
懸
け
る
先
達
の

情
熱
に
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

三
坂
越
え
す
り
ゃ
雪
降
り
か
か
る

　
　
　

も
ど
り
ゃ
妻
子
が
泣
き
か
か
る

　
　

む
ご
い
も
ん
ぞ
や
明
神
馬
子
は

　
　
　
　
　
　

三
坂
夜
で
て
夜
も
ど
る

　

こ
れ
は
「
旧
土
佐
街
道
最
大
の
難
所
」

と
言
わ
れ
た
三
坂
峠
の
、
当
時
の
情
景
を

伝
え
る
「
三
坂
馬
子
唄
」
の
一
節
で
す
。

こ
の
唄
が
口
ず
さ
ま
れ
た
時
代
、
三
坂
峠

を
通
っ
て
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
は
、
つ
ら
く

苦
し
い
も
の
で
あ
り
、
命
が
け
で
あ
っ
た

こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

明
治
に
入
っ
て
、
上
浮
穴
郡
長
の
桧
垣

伸
氏
ら
が
中
心
と
な
り
四
国
新
道
建
設
事

業
に
奔
走
し
、
同
25
年
に
現
在
の
国
道
33

号
の
前
身
と
な
る
四
国
新
道
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
改
修
を
重
ね
、
昭
和
42
年
に
は

国
道
33
号
全
線
が
舗
装
改
修
さ
れ
、
松
山

市
と
高
知
市
を
結
ぶ
最
短
幹
線
道
路
と
し

て
愛
媛
・
高
知
両
県
の
産
業
経
済
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
の
後
期
に
な
っ

て
も
三
坂
峠
が
国
道
33
号
最
大
の
難
所
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
標

高
7
2
0
ｍ
の
頂
上
付
近
は
急
勾
配
に
加

え
急
カ
ー
ブ
が
連
続
し
、
冬
季
の
積
雪
凍

結
時
の
通
行
は
昔
と
変
わ
ら
ず
命
が
け
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
上
浮
穴
郡

の
₅
町
村
、
議
会
、
住
民
の
働
き
か
け
な

ど
に
よ
り
、
昭
和
60
年
に
愛
媛
県
・
高
知

県
の
沿
線
市
町
村
に
よ
る
「
国
道
33
号
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
」
が
組
織
さ
れ
、
懸

命
に
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、
県
議

会
議
員
の
方
々
の
力
強
い
ご
支
援
と
国
土

交
通
省
、
愛
媛
県
並
び
に
地
元
地
権
者
の

方
々
の
格
別
な
ご
協
力
を
得
て
、
平
成
₈

年
に
待
望
の
事
業
化
が
決
定
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
16
年
の
時
を
経
て
、
今
春
₃
月

の
開
通
に
至
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
述
の
桧
垣
氏
は
道
路
整
備
を
行
っ
た

だ
け
で
は
な
く
、四
国
横
断
鉄
道
の
必
要
性

を
説
き
、
凶
荒
予
備
組
合
の
基
を
築
き
、
植

林
を
推
進
す
る
な
ど
郷
土
の
発
展
に
特
別

な
想
い
で
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
氏
は
晩
年

「
自
分
は
上
浮
穴
郡
長
と
し
て
赴
任
し
て
以

来
、力
の
限
り
を
尽
く
し
た
が
、
つ
い
に
鉄

道
の
開
通
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
私
ご
と
に
は
少
し
も
心
残
り
は
な
い

が
、死
ん
で
か
ら
も
骨
を
久
万
の
地
に
と
ど

め
て
、生
あ
る
間
に
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
日
を
見
た

い
。」
と
語
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
25
年
の
四
国
新
道
の
竣
工
か
ら

1
2
0
年
が
経
ち
ま
し
た
。
桧
垣
氏
が
、

開
通
し
た
三
坂
道
路
を
見
た
ら
ど
う
思
う

随想随想随想

﹁
三
坂
道
路
開
通
に
想
う
﹂

 

久
万
高
原
町
長　

髙
　
野
　
宗
　
城
　平成24年3月17日　三坂道路開通式

完成した三坂道路

名
勝　

面
河
渓
谷

で
し
ょ
う
か
。

　

三
坂
道
路
は
、
標
高
3
9
0
ｍ
付
近
か

ら
頂
上
の
7
2
0
ｍ
付
近
に
か
け
て
連
な

る
急
カ
ー
ブ
急
こ
う
配
の
区
間
を
回
避

し
、
新
た
に
自
動
車
専
用
道
路
を
造
っ
た

も
の
で
、
全
長
₇
．
₆
㎞
の
う
ち
₄
．
4

㎞
が
ト
ン
ネ
ル
、
残
り
の
ほ
と
ん
ど
の
区

間
が
高
架
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
1
2
0

年
前
に
は
な
か
っ
た
技
術
で
ト
ン
ネ
ル
と

高
架
橋
を
組
み
合
わ
せ
、
三
坂
峠
を
通
る

こ
と
な
く
久
万
高
原
町
に
来
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
難
所
が
消

え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
の
中
心
部
か
ら
松
山

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
わ
ず
か
30
分
で

行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
四
国
横
断
鉄
道
は
未
だ
運
行
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
桧
垣
氏
の
夢
は
、
三
坂
道

路
と
高
速
道
路
を
組
み
合
わ
す
こ
と
で
、

ほ
ぼ
実
現
し
た
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

多
く
の
方
の
「
志
」
と
「
努
力
」
で
現

実
の
も
の
と
な
っ
た
こ
の「
三
坂
道
路
」を
、

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
が
私
の
使
命

で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

久
万
高
原
町
に
は
本
当
に
美
し
い
自
然

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
、
三
坂
道
路

を
通
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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野
間
仁
根
︽
ぜ 
ふ
う
る
む
う
ん
︾︵
油
彩
・
画
布
／
愛
媛
県
美
術
館
蔵
︶

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
面
河
山
岳
博
物
館 

第
46
回
特
別
展

　
「
あ
な
た
の
知
ら
な
い
カ
メ
ム
シ
の
世
界
」

 
︻
期
間
︼ 

７
月
21
日
㈯
～
９
月
２
日
㈰　

久
万
高
原
町

　

臭
い
に
お
い
を
出
す
気
持
ち
の
悪
い
昆
虫
と
し
て
多
く
の
人
に
嫌
わ
れ
て
い
る
カ
メ
ム

シ
。
し
か
し
、
日
本
に
は
約
1
3
0
0
種
が
生
息
し
て
お
り
、
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
種

類
は
そ
の
う
ち
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
彼
ら
の
形
や
色
、
暮
ら
し
ぶ
り
は
驚
く
ほ

ど
多
様
。
宝
石
の
よ
う
に
輝
く
も
の
、
害
虫
を
食
べ
て
く
れ
る
「
生
物
農
薬
」
と
し
て
私
た

ち
の
役
に
立
っ
て
い
る
も
の
も
存
在
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
い
い
匂
い
の
す
る
カ
メ
ム
シ
が

い
る
こ
と
や
、
タ
イ
コ
ウ
チ
や
ア
メ
ン
ボ
が
実
は
カ
メ
ム
シ
の
仲
間
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
一

般
的
な
カ
メ
ム
シ
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
よ
う
な
「
あ
な
た
の
知
ら
な
い
カ
メ
ム
シ
の
世
界
」

が
存
在
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
夏
休
み
は
知
ら
れ
ざ
る
カ
メ
ム
シ
の
世
界
を
の
ぞ
き
に
博
物
館
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

動
物
や
昆
虫
た
ち
が
愛
ら
し
く
楽
器
を

奏
で
る
か
と
思
え
ば
、
星
座
の
世
界
の
登

場
人
物
や
空
想
上
の
妖
精
た
ち
が
語
り
合

う
。
夢
の
よ
う
な
脈
絡
の
な
い
戯
れ
、
あ

る
い
は
真
昼
の
太
陽
の
元
、一
瞬
目
眩（
め

ま
い
）
を
覚
え
た
か
の
よ
う
な
白
昼
夢
―

光
に
満
ち
時
に
闇
に
包
ま
れ
る
、
野
間
仁

根
は
そ
ん
な
「
幻
」
の
世
界
を
私
た
ち
に

つ
き
つ
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
絵
画
の
中
に
し
ば
し
ば
絵

筆
を
握
る
画
家
ら
し
き
人
物
が
登
場
し
、

絵
の
中
で
新
た
な
世
界
が
生
み
出
さ
れ
続

け
る
よ
う
な
、
終
わ
る
こ
と
の
な
い
想
像

力
の
世
界
を
予
感
さ
せ
ま
す
。

　

愛
媛
を
代
表
す
る
洋
画
家
の
一
人
・
野

間
仁
根
（
の
ま
・
ひ
と
ね
／1901-79

）

◉
久
万
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅰ 

野
間
仁
根
の「
幻
」

 

︻
会
期
︼ 

６
月
９
日
㈯
～
８
月
29
日
㈬　

◦開館時間　9時30 ～ 17時（入館は16時30分まで）
◦休 館 日　月曜日、祝日の翌日
　　　　　　（その日が祝日や土､ 日と重なる場合は開館します）
◦観 覧 料　一般500（400）円、 高大生400（320）円
　　　　　　小中生300（240）円
　※（  ）内は20名以上の団体料金
［問い合わせ ］　町立久万美術館　TEL0892︲21︲2881
 ホームページ　http://www.kumakogen.jp/culture/muse/

◦開館時間　9時30分～ 17時
　　　　　　（入館は16時30分まで）
◦休 館 日　毎週月曜日
◦観 覧 料　一般400円、小中学生200円
　※20名以上の団体は50円割引、
　　高齢者、身障者は半額

［問い合わせ］面河山岳博物館
　　　　　　 TEL0892︲58⊖2130
ホームページ
　http://www.kumakogen.jp/modules/omogo_sangaku/

は
、
郷
里
の
瀬
戸
内
を
の
び
や
か
に
描
い

た
明
る
い
風
景
画
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
で
「
幻
」
想
的
な
絵
画
も
数

多
く
残
し
て
い
ま
す
。
大
胆
な
筆
遣
い
で

自
由
に
表
現
さ
れ
た
野
間
の
「
幻
」
を
観

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
画
を
通
し
て
こ
の

世
の
裂
け
目
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
体
験
は
、

ロ
ジ
カ
ル
な
世
界
に
生
き
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
魂
の
安
ら
ぎ
で
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

【
展
示
内
容
】

○

カ
メ
ム
シ
の
か
ら
だ（
カ
メ
ム
シ
の
に
お
い
は
ど
こ
か
ら
で
る
？
）

○

カ
メ
ム
シ
の
に
お
い
体
験

○

カ
メ
ム
シ
目
の
分
類

○

外
国
の
カ
メ
ム
シ
（
キ
ン
カ
メ
ム
シ
、ジ
ン
メ
ン
カ
メ
ム
シ
）

○

愛
媛
の
カ
メ
ム
シ

○

今
で
も
見
つ
か
る
新
種
の
カ
メ
ム
シ

○

害
虫
に
な
る
カ
メ
ム
シ

○

人
の
役
に
立
つ
カ
メ
ム
シ

○

外
来
種
カ
メ
ム
シ
の
猛
威

○

食
べ
ら
れ
る
カ
メ
ム
シ

○

生
き
た
カ
メ
ム
シ
の
展
示

（
ベ
ニ
ツ
チ
カ
メ
ム
シ
、害
虫
カ
メ
ム
シ
、ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
、タ
イ

コ
ウ
チ
、マ
ツ
モ
ム
シ
、キ
ン
カ
メ
ム
シ
類
）
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愛
で
挑
め
、
南
端
の
地
へ

　
鉄
人
た
ち
の
熱
い
戦
い
！

　

え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
2
0
1
2
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
第
１
回 

愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」が
西
海

地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
愛
媛
県
内
初
の
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合

（
J
T
U
）
公
認
レ
ー
ス
で
、
18
の
都
府
県
か
ら
1
9
6
名
の
ト

ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
第
１
回
大
会
」
は
、
8
2
0
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
ご
協
力
や
沿
道
で
の
住
民
の
方
々
の
応
援
に
よ
り
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
参
加
選
手
か
ら
は
、「
応
援
が
と
て
も
温
か
い
。
来

年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」と
ス
タ
ッ
フ
や
地
元
住
民
の
方
々
へ
の

感
謝
の
言
葉
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平成24年
６月９日

愛
南
町
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は
な
と
り
お
ど
り

●
場
所
／
安
養
寺 

（
南
宇
和
郡
愛
南
町
増
田
2
6
4
8
番
地
）

●
実
施
時
期
／
旧
暦
７
月
11
日

久
良
の
能
山
踊
り

●
場
所
／
古
木
庵 

（
南
宇
和
郡
愛
南
町
久
良
1
4
4
6
番
地
）

●
実
施
時
期
／
新
暦
８
月
14
日

【
概　

要
】

　

南
予
の
一
部
と
土
佐
一
円
に
み
ら
れ

る
花
取
り
踊
り
は
、
修
験
道
の
山
伏
芸

能
の
ひ
と
つ
で
、
鉦
を
叩
く
行
為
や
歌

詞
か
ら
念
仏
踊
り
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
増
田
地
区
の
は
な
と
り
お
ど
り

は
、
昭
和
40
年
４
月
２
日
に
愛
媛
県
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
伝
統
芸
能
で
、

一
本
松
町
史
に
よ
る
と
、
起
源
は
元
亀

天
正
年
間
に
ま
で
遡
り
約
4
4
0
年
の

【
概　

要
】

　

こ
の
能
山
踊
り
は
、
平
成
17
年
12
月

27
日
に
愛
媛
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
伝
統
芸
能
で
、
久
良
真
浦
の
古
木
庵

に
祀
ら
れ
て
い
る
、
顕
徳
院
殿
能
山
祐

賢
大
居
士
〈
御
庄
領
主
勧
修
寺
左
馬
頭

基
賢
〉
の
霊
を
慰
め
る
た
め
踊
り
は
じ

め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

昔
は
鉦
も
使
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在

は
太
鼓
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
太
鼓
打

ち
を
中
心
に
、
長
着
「
着
流
し
」
を
着

た
10
人
位
の
男
性
が
、
扇
を
持
ち
、
自

分
で
歌
い
な
が
ら
、
ゆ
る
や
か
な
動
作

で
踊
る
。

町
の
伝
統
行
事

　

伊
予
出
身
の
一
遍
上
人
の
広
め
た
踊

り
念
仏
の
一
種
で
、
戦
前
は
各
地
で
踊

ら
れ
て
い
た
が
、現
在
県
下
で
は
２
、３

地
区
で
踊
ら
れ
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

念
仏
踊
り
は
、
歌
が
主
で
踊
り
は
従

で
あ
る
た
め
、
扇
に
書
い
た
歌
詞
を
見

て
、
自
分
で
歌
い
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
し

た
動
作
で
踊
る
の
で
、
能
の
影
響
を
受

け
て
い
る
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
関
係

は
な
い
。

　

昔
は
48
庭
〈
あ
る
い
は
12
庭
〉
あ
っ

た
と
い
う
が
、
現
在
は
、
８
庭
33
歌
が

残
っ
て
い
る
。
ま
た
歌
い
継
が
れ
る
う

ち
に
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
た
も
の
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
は
や
り
歌〈
小
歌
〉

を
取
り
入
れ
た
も
の
も
あ
る
。

歴
史
を
持
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
踊
り
に
は
３
つ
の
目
的
が
あ
る

と
い
わ
れ
、
第
一
は
、
増
田
安
養
寺
に

祀
ら
れ
る「
高
山
尊
神
」の
供
養
、
第
二

は
、ち
よ
ぼ
し
弥
三
郎
兄
弟
の
供
養
、第

三
は
、
地
域
内
の
安
全
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
演
中
の
斎
払
い（
さ
い
は
ら
い
）は
、

本
山
派〈
天
台
系
〉と
当
山
派〈
真
言
系
〉

の
争
い
を
表
し
、
青
竹
の
打
ち
合
い
は
、

土
佐
の
神
事
「
棒
打
ち
」
の
影
響
が
み

ら
れ
る
。

　

踊
り
に
用
い
ら
れ
る
刀
は
破
邪
の
剣
、

平
常
嫌
う
逆
さ
鎌
は
破
魔
除
災
を
表
し

て
い
る
。

　

旧
暦
の
７
月
11
日
安
養
寺
境
内
で
、

麻
の
藍
染
の
着
流
し
に
た
す
き
を
掛
け
、

八
十
八
部
の
帽
子
様
の
鉢
巻
で
踊
る
。

そ
の
際
は
、
７
日
間
の
水
垢
離
で
身
を

清
め
て
踊
る
の
が
習
わ
し
で
あ
る
。

愛 

南 

町
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６
月
の
会
と
催
し

　　
　

命
を
か
け
ね
ば

　

近
年
、「
節
水
」
は
夏
の
風
物
で
も
あ
る
。

こ
の
“
原
水
”
に
あ
た
る
₆
月
の
列
島
各

地
へ
の
集
中
豪
雨
は
半
端
で
は
な
か
っ
た
。

降
雨
時
間
に
対
す
る
雨
量
は
記
録
破
り
の

連
続
で
あ
る
。
何
故
と
問
い
か
け
て
も
自

然
の
為
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、『
多
す
ぎ

る
。
後
日
に
残
し
て
…
』
と
大
声
を
出
し

て
も
仕
方
な
い
。
今
、
気
象
予
報
士
は
大

勢
い
る
が
、
当
た
り
前
だ
が
予
報
者
で
あ

る
。各
人
が
天
気
図
を
強
い
て
見
る
か
、毎

朝
出
勤
時
に
西
空
を
見
上
げ
て
傘
を
用
意

す
れ
ば
ほ
ぼ
済
む
…
。
梅
雨
明
け
は
、
も

う
一
寸
先
で
あ
る
。

　

₆
月
は
、
自
然
の
み
な
ら
ず
人
間
界
も

波
瀾
万
丈
模
様
で
あ
っ
た
。ギ
リ
シ
ャ
に
端

を
発
し
た
ユ
ー
ロ
危
機
は
、収
ま
り
の
道
筋

が
不
透
明
。
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
等
へ
の

飛
び
火
や
、
世
界
各
国
へ
の
影
響
は
…
。

　

さ
て
、
来
年
度
予
算
編
成
作
業
の
始
ま

る
時
期
が
近
づ
い
て
来
た
。

　

日
本
経
済
は
、
デ
フ
レ
基
調
に
超
円
高

が
ま
す
ま
す
厳
し
い
現
在
。
こ
れ
ま
で
日

本
経
済
を
進
展
さ
せ
て
来
た
根
底
が
揺
ら

い
で
い
る
時
、
実
施
は
平
成
26
年
₄
月
か

ら
₈
％
、
27
年
か
ら
10
％
と
先
の
「
消
費

税
増
税
関
連
法
案
」
が
衆
議
院
で
可
決
さ

れ
た
。

　

超
高
齢
化
社
会
、
日
々
着
実
に
増
え
る

が
、
減
る
こ
と
の
な
い
１
千
兆
円
を
超
す

現
下
の
借
金
、
国
債
は
国
民
総
生
産
の
₂

倍
強
。
毎
年
の
税
収
を
は
る
か
に
上
回
る

歳
出
予
算
額
は
深
く
憂
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
筆
子
は
、
先
に
本
欄
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
財
政
再
建
、
歳
出
カ
ッ
ト
の

成
功
例
を
挙
げ
て
来
た
。
ど
の
施
策
も
措

置
要
望
は
多
い
。
応
え
る
パ
イ
が
無
い
以

上
は
削
減
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、歳
出
検
討
委
員
会（
首

相
、
財
務
大
臣
、
予
算
大
臣
）
で
歳
出
総

額
を
削
減
決
定
。
各
省
へ
一
定
削
減
、
各

省
は
決
め
ら
れ
た
枠
内
で
優
先
順
位
を
決

定
、
官
僚
が
減
額
を
考
え
る
手
法
の
歳
出

カ
ッ
ト
で
あ
る
。
歳
出
を
増
す
こ
と
に
努

め
る
こ
と
で
評
価
す
る
手
法
と
は
大
違
い

で
あ
る
。
断
固
と
し
た
ぶ
れ
な
い
英
断
・

決
断
に
よ
る
歳
出
カ
ッ
ト
を
皆
が
一
致
協

力
し
て
や
る
べ
き
で
あ
る
。

　

一
部
上
場
の
総
会
は
₆
月
で
あ
っ
た
。

責
任
と
支
援
と
負
担
に
メ
リ
ハ
リ
が
必
要

で
あ
る
。
今
、
一
部
自
己
査
定
に
よ
る
勝

ち
組
の
余
禄
に
笑
み
す
る
者
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

　

東
日
本
の
復
興
は
、
列
島
そ
の
も
の
の

復
興
で
あ
る
。
又
、
歳
出
カ
ッ
ト
に
よ
り

萎
縮
、デ
フ
レ
進
行
し
な
い
対
応
策
は
、云

う
ま
で
も
な
く
大
事
。

　

か
つ
て
の
よ
う
で
な
く
と
も
”
安
定
経

済
成
長
”
に
向
け
、
日
本
の
頭
脳
集
団
の

英
知
を
的
確
に
活
か
し
た
議
論
と
早
期
実

践
こ
そ
、
今
は
、
命
を
か
け
ね
ば
な
ら
な

い
事
象
で
あ
ろ
う
。

　
　

�

　
　
　
（
Ｔ
）

　
「
悪
が
わ
れ
わ
れ
に

　
　
　

善
を
認
識
さ
せ
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　

苦
痛
は
わ
れ
わ
れ
に

�

喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
」

　
　
（
ク
ラ
イ
ス
ト　

ド
イ
ツ
国
の
詩
人
）

一

筆

▽
₁
日
＝
第
72
回
国
民
体
育
大
会
愛
媛
県

準
備
委
員
会
第
₇
回
総
会
、
全
国
簡
易

水
道
協
議
会
平
成
24
年
度
第
₁
回
理
事

会
、
同
大
会
、
同
通
常
総
会
、
公
益
社

団
法
人
愛
媛
県
浄
化
槽
協
会
第
₇
回
理

事
会

▽
₂
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

平
成
24
年
度
第
１
回
定
例
理
事
会

▽
₄
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

平
成
24
年
度
事
業
等
事
務
説
明
会
、
え

ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構
平
成
24
年
度

第
１
回
幹
事
会
、
県
市
町
連
携
政
策
会

議
▽
₅
日
＝
平
成
24
年
度
町（
市
）係
長
・
中

級
職
員
研
修
会
（
₇
日
ま
で
）、平
成
24

年
度
愛
媛
県
非
常
通
信
協
議
会
委
員
会
、

愛
媛
県
保
健
医
療
対
策
協
議
会

▽
₆
日
＝
一
般
社
団
法
人
愛
媛
県
発
明
協

会
平
成
24
年
度
理
事
会
、
同
窓
会
、
平

成
24
年
度
松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会

総
会

▽
₇
日
＝
衛
生
推
進
者
養
成
講
習
、
四
国

開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
期
成
同
盟
会

平
成
23
年
度
収
支
決
算
監
査

▽
₈
日
＝
社
団
法
人
愛
媛
県
畜
産
協
会
平

成
24
年
度
第
₁
回
理
事
会
、
平
成
24
年

度
㈳
愛
媛
県
観
光
物
産
協
会
理
事
会
、

自
治
労
愛
媛
県
本
部
か
ら
の
申
し
入
れ

▽
11
日
＝
平
成
24
年
度
愛
媛
県
公
有
林
野

対
策
協
議
会
理
事
会
、
平
成
24
年
度
第

₁
回
愛
媛
県
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会

▽
12
日
＝
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
平

成
24
年
度
第
１
回
理
事
会
、
公
益
財
団

法
人
え
ひ
め
産
業
振
興
財
団
評
議
員
会

▽
13
日
＝
第
51
回
交
通
安
全
県
民
大
会

▽
14
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
市
部
懇

談
会

▽
18
日
＝
愛
媛
県
暴
走
族
対
策
会
議
、
北

方
領
土
返
還
要
求
愛
媛
県
民
会
議
運
営

委
員
会
、
同
理
事
会
、
愛
媛
県
赤
十
字

有
功
会
懇
親
会

▽
20
日
＝
㈶
全
国
市
町
村
振
興
協
会
評
議

員
会
、
公
務
災
害
連
合
会
連
絡
会
議

▽
21
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、
㈶

全
国
自
治
協
会
理
事
会
・
災
害
共
済
委

員
会
、
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
及
び

各
委
員
会

▽
22
日
＝
㈶
全
国
自
治
協
会
新
法
人
移
行

に
伴
う
事
務
打
合
会
、
㈶
愛
媛
県
総
合

保
健
協
会
第
29
回
理
事
会

▽
23
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

平
成
24
年
度
定
時
評
議
員
会

▽
25
日
＝
会
計
・
運
用
に
つ
い
て
の
勉
強

会
▽
26
日
＝
㈶
全
国
市
町
村
研
修
財
団
評
議

員
会
、
㈶
愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

団
理
事
会

▽
27
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
₆
月
定
例
会

議
員
会
議
、
平
成
24
年
度
労
働
安
全
衛

生
業
務
担
当
者
研
修
会
、
第
1
0
4
回

日
本
下
水
道
事
業
団
評
議
員
会


